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平成１８年度民主党予算案の特色

「未来」が見える

３０兆円

「安全・安心」が見える

１０兆円

子・孫に借金をつけ回さない子・孫に借金をつけ回さないモノから人へ、とくに子へモノから人へ、とくに子へ

「地域」が見える

２０兆円

税源移譲＋一括交付金創設税源移譲＋一括交付金創設

○アスベスト総合対策（２０００億円）、直接支
払制度導入（５０００億円）、開かずの踏み切り
対策（１０００億円）、学校安全員（１０３７億
円）など、「建てもの・食べもの・乗りもの・子
ども」の安全を守ります。
○奨学金貸与（６００億円）、ニート支援（３６
０億円）など、「人」への投資を行います。
○基礎年金国庫負担率1/2（２．６兆円）、犯罪被
害者の支援強化（１３億円）など、支援の必要な
人には確かな支援を行います。
○出産時の実質費用負担ゼロ化（２２００億円）、
子ども手当て（３．０兆円）など、安心して子を
産み、育て、そして子が健全に育っていくことが
できる社会を創ります。

○大胆な税源移譲（５．５兆円）、一括交付金
制度導入（１２．７兆円）など、大胆な地方分
権を推進するとともに、「緑のダム事業」（４
０００億円）、中小企業支援（１２５０億円）
など、地域経済の活性化に向けた投資を行いま
す。

○特別会計をゼロベースで見直して、すべての
ムダをなくすとともに、３０兆円国債残高を縮
小します。

２２



必要な歳出必要な歳出

平成１８年度民主党予算案の
イメージ

ムダづかい

時代遅れのハコモノ

天下り

ムダな歳出　１５兆円

人への投資

安全への投資

借金の減額

モノから人へ　１５兆円
10兆円重点投資　1兆円国債の減額
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見える予算のポイント
１．「安全・安心」が見える　１０兆円

u 「建てもの・食べもの・乗りもの・子ども」の安全を守ります。
u 「人」への投資
u 支援の必要な人には確かな支援を行います。
u 「チルドレン・ファースト」

２．「地域」が見える　　　　２０兆円
u 大胆な地方分権を推進するとともに、地域経済の活性化に向けた投資を行い

ます。

３．「未来」が見える　　　　３０兆円
u 特別会計をゼロベースで見直して、３３兆円の借金返済と予算の「見える」

化を進めます。
u できる限り借金を少なくします。

４４



１．「安全・安心」が見える①
• 「建てもの・食べもの・乗りもの・子
ども」の安全を守ります。

【主要事業】
Ø アスベスト総合対策 ・・・２０００億円
Ø シックハウス・化学物質過敏症対策事業 ・・・５００億円
Ø 住宅の耐震改修の促進 ・・・１００億円（拡充）
Ø 公立小中学校の耐震化促進 ・・・１３００億円（拡充）
Ø 直接支払制度を導入、食料自給率を向上 ・・・５０００億円
Ø 食料の対日輸出国に食品調査官を派遣 ・・・３０億円
Ø 開かずの踏み切り対策の加速 ・・・１０００億円（拡充）
Ø 航空機鉄道事故調査委員会強化 ・・・１０億円
Ø 小児救急医療体制の整備 ・・・１０億円（拡充）
Ø 全小中学校に安全員配置 ・・・１０３７億円
Ø 警察官等増員 ・・・１３００億円（拡充） ５５



１．「安全・安心」が見える②
• 「人」への投資
～我が国最大の財産である「人」に対して、大
胆な投資を行います。

【主要事業】
Ø 学校運営への地域住民・保護者の参画を促進 ・・・４７３億円（拡充）
Ø 希望者には原則全員に奨学金貸与 ・・・６００億円
Ø 高校、専修学校の私学通学者支援（バウチャー制度）

・・・１３２０億円
Ø 長期失業者、自営業廃業者に教育訓練実施 ・・・２５００億円
Ø 職業訓練中のニートを支援 ・・・３６０億円

６６



１．「安全・安心」が見える③

• 支援の必要な人には確かな支援を行
います。

【主要事業】
Ø 犯罪被害者の支援強化 ・・・１３億円（拡充）
Ø 「情報センター」整備など、がん対策推進 ・・・５００億円
Ø 基礎年金国庫負担率1/2をすみやかに実現 ・・・２．６兆円
Ø 障がい者の自立支援 ・・・４６０億円（拡充）
Ø 非自発的失業者の医療保険負担軽減 ・・・２５億円
Ø 民間シェルター支援などのＤＶ対策 ・・・２５億円（拡充）
Ø テレビ字幕の普及推進 ・・・２５億円

７７



１．「安全・安心」が見える④
• 「チルドレン・ファースト」

～安心して子を産み、育て、そして子が健全に育ってい
くことができる社会を創ります。

【主要事業】
Ø 出産時の実質費用負担ゼロ化 ・・・２２００億円
Ø 小児救急医療体制の整備（再掲） ・・・１０億円（拡充）
Ø 子ども手当を義務教育終了時まで給付 ・・・３．０兆円
Ø 子どもの医療費窓口負担は学校に入るまではゼロ、
　　義務教育終了までは１割 ・・・８００億円
Ø 学童保育実施箇所数を２万箇所に ・・・９６０億円（拡充）
Ø 全小中学校に安全員配置（再掲） ・・・１０３７億円
Ø 不妊治療を支援 ・・・４５億円
Ø 児童扶養手当拡充 ・・・２２３３億円（拡充）
Ø 良好な自然を次世代へ～「緑のダム事業」 ・・・４０００億円

８８



２．「地域」が見える

• 大胆な地方分権を推進するとともに、
地域経済の活性化に向けた投資を行
います。

【主要事業】

Ø 大胆な税源移譲 ・・・５．５兆円
Ø 地方が自由に使える一括交付金制度創設 ・・・１２．７兆円
Ø 地域の活力を高める高速道路無料化 ・・・１．５兆円

Ø 地域経済を支える中小企業を重点的に支援 ・・・１２５０億円
Ø 地域に仕事を生み出す「緑のダム事業」（再掲）・・・４０００億円

９９



３．「未来」が見える①
• 特別会計をゼロベースで見直して、３３兆
円の借金返済と予算の「見える」化を進め
ます。

＊「見える化率」とは、政府・民主党案それぞれの改革案に基づいた改革を行った場合に「廃止される特別会計の歳出合計額」が、
「現在の特別会計の歳出合計額」に占める割合を指す。なお、この場合の「特別会計」には、「特別会計における不透明な事
業・予算管理を適正化する」との観点から、単に資金管理を行う「整理特別会計」については、除外している。

３３兆円１４．８兆円財政再建への貢献

ゼロ２２特別会計先送り

特別会計を

　廃止して

９９％０．７％見える化率（Ａ/Ｂ）＊

１６４兆円１６４兆円改革前の特別会計歳出合計（Ｂ）

１６３兆円１．１兆円廃止特別会計の歳出合計（Ａ）改

革
後

１５特別会計３特別会計一般会計化

６特別会計ゼロ（勘定は１つ）事業も廃止改

革
案

民主党案政府案

特別会計改革案　政府案と民主党の比較特別会計改革案　政府案と民主党の比較

１０１０



３．未来が見える②
• 子・孫に借金をつけ回さないために、で
きる限り借金を少なくします。

Ø 政府案よりも１．２兆円国債発行額を縮減。

Ø プライマリーバランスは１ケタ台、▲８．５兆
円。（政府案は▲１１．２兆円）

１１１１



平成１８年度民主党予算案フレーム

▲１１．２兆円

３０．０兆円

４６．４兆円

４５．９兆円

７９．７兆円

政府案

▲８．５兆円プライマリー

バランス

２８．８兆円国債発行額

４６．１兆円一般歳出

４６．２兆円税収

７９．３兆円総額

民主党案

１２１２


